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Ⅴ ジ ャ バ

インドネシアは,現在では島峡からなり立っているが,氷期に海水面が低下 したときには,

スマ トラ,ジャバ,ボルネオは,インドシナ半島,マレー半島と陸つづきとなって,大陸の一

大半島部を形成していた｡海水面の変動が陸地の消長におよはす影響は,世界中でこの地域が

もっともいちじるしい｡第四紀の氷河の消長と,それにともなう海水面の変動によって,この

地域は,半島の一部となって生活圏が拡大し,中国などの動物群との交流が可能な時期があっ

たり,島峡となって他の地域と隔絶する時期があった｡

このような特異な自然環境に制約されて,この地方には特異な生物相がみられる｡新生代哺

乳動物相の場合も,個々にみられる動物を,固有度の高い自生とみなすか,他生移住のものと

みなすかで,その評価がかわってくる｡これが,この地方の動物相を,他の地域の動物相と対

比することを複雑にしている｡

1.Duboisと "Pithecanthropus"

オランダの植民地で あった ジャバでは,すでに1850年に,Bandung に Dienstvanden

Mijnbouw in Nederlandsch-Indi昌afdeelingOpsporingsdienst(TheGeologicalSurvey

ofNetherlandsEastlndies)が設立されて,これが地質調査,研究の拠点となっている｡

ジャバからの嘱乳類化石は,1857年に, F.Junghuhnによって 最初に報告されている｡47)

これは,たんなる化石発見の報告であって,化石の科学的研究がおこなわれ出したのは1880年
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代にはいってからである｡Junghuhnの報告したものに加えて,Solo河流域から得られた化

石を,K.Martinが研究したのに はじまる｡50～55) Martinが記載したものは, 資料は多 くな

かったが,ゾウの仲間の化石が中心であって,とくにゾウの仲間のStegodonは,北インドの

SiwaliksSeriesのものに 近縁であると考えられた｡55) Martinの研究に よって,ジャバの新

生代動物相が,インドのものと強い関係のうえに なり立って いることが確認された｡

Martinがジャバの嘱乳類化石の報告を 出したのとあい前後して,オランダの Universiteit

vanAmsterdam の若き解剖学者 E.Duboisが,ヒトの祖先の研究を 目ざして,オランダ領

東インドに渡って来た｡7)Duboisは,ドイツの動物学者 E.H.Haeckelが人類とサルとの間の

失われた鎖の環に対 して PithecanthroPusという仮想的な名称を与え, それは, オランウー

タンの棲む束アジアに発見されるであろうと示唆したことに,刺激されたといわれる｡ Dubois

がオランダ東インド諸島駐屯軍の 陸軍々医 となってスマ トラにおもむいたのは1887年である

が,その前年の1886年に,ベルギーのSpy洞窟でネアンデルタール人類が発見され,さらに同

午,R.Lydekkerによって 北インド の SiwalikHillsの類人猿化石の報告が 出されたこと

も,Duboisを動かせた原因だといわれている｡

彼は,当初からヒトの祖先の化石を見つけ出すことを目的として,はじめスマ トラで調査し

て歩いたが得るところはほとんどなく,すぐに ジャバに移った｡7) そして彼は,調査の 中心を

Solo河の流域に定めた｡Solo河の流域は,Martinなどの報告によって哨乳類の化石が発見

されることが知られているところであった｡

1890年から Duboisは,KendengHillsとTrinilで脊椎動物化石の採集をはじめた｡この

年の終 り近 くに,彼は Trinilの近郊で人類のものに近い下顎骨破片と2個の小臼歯を手に入

れた.これが最初の "Pithecanthropus"の破片であった.翌1891年には,臼歯を一個 Trinil

で発見 し,彼はこれを,ヒト的なサルという意味で AnthroPoPithecusと呼んだO現在では,

この臼歯はオランウータンのものだと考えられている｡同じ年に Dubois は,やはり Trinil

で頭蓋骨を 発見した.彼 は最 初,これも "AnthroPoPithecus"と名づけて 報告している.67'

1892年には,前年頭蓋骨が 発見されたのとほぼ 同じ地点から 〃AnthroPoPithecus"の上腕骨

と臼歯を発見 した｡

Duboisは,それまで ヒト的な サルだと考えていた化石こそ,ヒトの祖先の化石であり,

Haeckelの言った失われた鎖の環であると考えるようになった｡そこで1894年に,これらの化

石に,それがまだ失われたままだった時代に Haeckelが使った名を 借りてきて,サル的なヒ

トという意味で,Pithecanthropuserectus と名づけて発表した.8'Dubois の発掘はさらに

つづけられ,1896年には,"Pithecanthropus"の小臼歯を一個発見しているo

Duboisはこの調査を通じて,莫大な量の哨乳類化石を収集した｡Duboisのこの発掘は,ジャ

バで最初になされた組織的な発掘であった｡Duboisはオランダに帰国後,"PithecanthroPus''
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の研究に力をそそいだが,哨乳類化石の研究にはほとんど手をつけなかった｡多 くの地点で発

掘 した化石群を Kendeng-oderTrinilFaunaと一括 して呼び,その地質時代を最初は Plei-

stoceneと考え12),のち youngTertiaryと考えを変えた｡20)この faunaの memberである

"PithecanthroPus''も第三紀のものとされたのである｡

Duboisのこの報/LI,I-ほ,学界にセンセーション,Ji-まきおこした.議論は,まず,Duboisの発

見 した化石を,ヒ トの祖先と認めるかどうかに集中した｡この議論は,同時に,C.Darwinに

よって提唱された動物進化論を認めるのかどうかという点にかかわりをもつ性質のものであっ

た｡19世紀の終 りから20世紀のはじめは,進化学的思考が 生物学界に定着してゆく時期にあ

たるが,なお,ヒ トの 進 化 に ついては 偏見の 多い 時期でもあった｡ Duboisは, だから,

"PithecanthroPus''がヒ トの祖先の化石であることを,多くの人々に認めさせ る努力をはらわ

なければならなかった｡

議論の第二点は,"Pithecanthropus"の地質時代について 集中した｡Duboisが言うように

第三紀という遠い昔の時代のものなのか,あるいはもっと新 しい時代のものではないのか,と

いう点について意見がたたかわされた｡この問題を解決するためには,"Pithecanthropus"杏

構成要素としてもっている哨乳動物群の解析を しなければならない｡ところが Duboisは,

HPithecanthroPus"以外の化石の研究にはほとんど手をつけず,ただ,それらは第三紀 後期の

ものだという主張を くりかえすばかりであった｡そのために,地質時代論について多 くの議論

を呼ぶことになったのである｡

Duboisが採集した多 くの化石は, オランダの Rijksmuseum van NatuurlijkeHistorie,

Leidenに保管された ままであったが,ネコ科の化石が 1935年に L D.Bromgersmaによっ

て1),カバ科の化石は1950年29),長昇目は1955年33',ウシ科が1958年37)に D.A.Hooijerによっ

て報告されて,やっとその研究は完了された｡

2.FrauSelenkaTriniトExpedition

Duboisが"Pithecanthropus"の報告を出した当時のヨーロッパでは,London,Paris,Leiden

などとともに Mlinchenが古脊椎動物学研究の中心地であった｡｢い国南部の項で紹介した M.

Schlosserの竜骨の研究はそのあらわれである｡

1907-1908年には,Mtinchenの解剖学者 FrauM.L.Selenkaが TrinilExpeditionを

組織して,"Pithecanthropus"の化石をさらに採集する目的で,Duboisが調査 したのと同じ

Trinilで行動をおこした｡67)このExpeditionは "Pithecanthropus"の化石を発見することは

できなかったが,ゾウの仲間の化石を中心に,多量の哨乳類化石を発掘した｡このExpedition

のもたらした成果によって,"Pithecanthropus"をともなう哨乳動物相の全体像があきらかに

されはじめた｡45,64,67)
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Trinilで発掘をおこなった Selenka-Expeditionの collection(狭義の Trini1-Fauna)と,

多くの地点で 発掘した Duboisのもの (広義の Trinil-Fauna)を比較した結果,Duboisの

collection全体を,同一の地質時代のものと考えることに疑問が生じてきたOさらに,Dubois

が第三紀後期のものと考えたことへの疑問もたかまってきたのである｡

まず W.Soegelは,ゾウの仲間の Stegodonの臼歯の特殊化した状態から考えて,Trinil

Faunaの Stegodonは進化段階の高いものであるとして,その地質時代を Pleistoceneと考

えた.68)同じく Siegodon の臼歯の形態的特徴に注目した W.0.Dietrich は,インドの

SiwaliksSeriesの Stegodonと比較することによって,middlePleistocene のものであろ

うと考えた｡4)Dietrichのこの考えは,やはりStegodonの進化段階に着目して TrinilFauna

の地質時代, したがって "Pithecanthropus"の地質時代を考察していた H.F.Osbornと E.

H.Colbertによっても支持された｡63)

3. 軌道にのった調査活動

1920年代に入ってから,Bandungの Opsporingsdienst(TheGeologicalSurvey)の研究

者によって,つぎつぎと新たな哨乳類化石の発見される地点があきらかにされていった｡1922

年に,西部ジャバの KaliGlagahで噂乳類化石が発見されたというニュースが Opsporings-

dienstにもたらされると,翌1923年に, Ⅰ.M.vanderVlerk が現地調査をおこない,化石

の発掘をおこなった｡72)Duboisや Selenka-Expeditionの発掘は東部,中部ジャバに集中し

ていたが,vanderVlerkの発掘は,西部ジャバにも化石地点のあることを示した｡vander

Vlerkの発掘した化石は,1925年に H.G.Stelllinによっ て報告されている｡69)

1920年代の後半から Opsporingsdienstと AmericanMuseum ofNatu.raユHistoryが,

晴乳類化石の研究を中心に,ジャバの新生代層序を確立するための共同作業をはじめることに

よって,研究は加速度的に進んだ｡71)1925年に,KalュGlagabに近い Boemiajoe で別の化石

地点が発見されると,すぐに Opsporingsdienstの LJ.C.vanEsや,Selenka-Expedition

に加わったことのある F.Oppenoorthが現地調査をおこない,1925-1926年 の両年にわたっ

て発掘がおこなわれ,さらに1928年には AmericanMuseum と Opsporingsdienstとの共同

で発掘が継続された｡これらの調査によって発掘された哨乳類化石は,オランダに送られて,

1932年に Utrechtの FIH.vanderMaarelによって記載され,ジャバには地質時代のこと

なるいくつかの晴乳動物相のあることがあきらかにされたのである｡71) va･nderMaarelは,

BoemiajoeFauna は TrinilFauna(狭義)よりも時代は古く,TrinilFauna は Lower

Pleistoceneもしくは MiddlePleistoceneのものと考え,BoemiajoeFa11naは UpperPlio-

ceneか LowerPleistoceneのものと考えている｡71)新生代層の地質学的な調査報告は,1931

年に,vanEsによって総括された｡73)
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1931年に,Solo河流域の Ngawi付近の地質調査をおこなっていた Opsporingsdienstの

C･terHaarは,Ngawiの北の Ngandongで,かなりの量の哨乳類化石といっしょに,ヒ ト

の祖先と考えられる化石を発見 した｡70' Opsporingsdienstはすぐに Ngandongで発掘を開

始 した｡Selenka-Expeditionに参加 したときにはヒ トの祖先の化石を発見できなかったOppe-

noorthは,10個以上のヒトの祖先の化石頭蓋骨を 発掘することに成功した｡この化 石 は,

Homo(Javanthro♪us)soloensisと名づけられ,NeanderthalManに近いものと考えられ

ている｡58～60)

この調査隊は多量の嘱乳類を同時に発掘し,ゾウの仲間などの動物には,ジャバですでに絶

滅 してしまっている種がふくまれているが,サイ,ウシなどの多くの動物には,現接種がかな

り多いことが明らかにされたCそして,NgandongFaunaは TrinilFauna よりも時代は新

しいと考えられた｡60)

4.YonKoenigswaldの研究

1920年代にジャバの新生代 哨乳動物相解析の基礎資料が 蓄積されてゆき,1931年に G.H.

R.YonKoenigswald がこの研究に加わることによって,研究は飛躍的に発展した｡Ludwig-

Maximilians-UniversitatMtinchenに学んで,Mtinchen の BayerischeStaatssammlung

ftirPalaontologieundhistorischeGeologieにいた vonKoenigswaldは,オランダ政府の

招きで,Opsporingsdienst に入 り,それまでの地質学的研究を基礎にして,哨乳類化石の組

織的発掘とその整理にのり出した｡vanEsなどの研究を 基礎にして,ジャバの新生代層序を

確立させる一方,哨乳類化石を整理することによって,各地層にふ くまれる哨乳動物相を区分

し,faunalsequenceを完成させた｡80)現在ではこの sequenceがスタンダー ドとして用いら

れている｡

vonKoenigswaldはその研究のなかで,古い時代の地層にふくまれるゾウ,カバの仲間の

化石は, 同時代の北インド SiwaliksSeries のものに近縁であることを 認め,TheSiva-

MalayanFaunaと名づけた｡時代が新 しくなって,Duboisの発見 した"Pithecanthropus"と

同じ時代の動物は,インドのものよりむしろ中国の動物群のほうに近縁であるとし,TheSino-

MalayanFaunaと呼んだ｡78) TheSin° -MalayanFaunaは,Pei,W.C.が名づけた The

Stegodon-AiluroPodaFaunaと同義である｡YonKoenigswaldはさらに,ジャバでは他の地

域から移住してきた動物群によって特徴づけられるとして,TheSiva-Malayan Fauna のイ

ンドからの 移住の時期を Pliocene と考え,第二波の 中国地方との相互移住の時期を early

Pleistoceneにあたるころと考えた｡80)

vonKoenigswaldは,ヒ トの祖先の化石を 発見することにも力を入れた｡ ジャバからはす

でに,"Pithecanthropus"erectus,Homo"soloensis"が発見されており,それらは,それぞ
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図 2 インド,中国からの噂乳動物群の発展の方向をしめす｡実線は lowerPleistocene,破線
は middlePleistoceneで,それぞれvonKoenigswaldの ･̀Siva-Malayan Fauna,"
"Sino･MalayanFauna"に対応する｡(Colbert1935原図)

れ,TrinilFauna,NgandongFaunaの member であることがあきらかとなっている｡一方

北中国の北京近郊の周口店では,1926年に･〃SinanthroPusPekinensis''が発見 されており,

F･Weidenreichが北京でこの化石の研究をはじめていた.この化石は,ジャバの -Pithecan-

throPus''erectus と近縁のものだと考えられるようになっていた｡南アフリカでは, 1924年

に,R･Dartが AustraloPithecusafuricanusを発見 して,ヒトの祖先の研究の機運が高ま

っていたのである｡

vonKoenigswaldは,みずから化石発見のための調査を おこなう一方,住民には懸賞金を

かけることによって協力の依頼をした｡

1934年に,Soerakartaの北の Sangiranの TrinilZone から最初の旧石器が発見された.

型式学的には Clactonian の技法のものであった｡1935年には,ジャバの南海岸の Patjitan

の近郊の段丘から,やはり primitiveな旧石器がかなりの量発見 された｡86'これは表面採集に

近いかたちで発見 されたのであるが,TrinilFaunaと同じ時期のものであろうと考えられた｡

これらの石器ほのちに,HarvardUniversityの H.L.Movius,Jr.によって研究されている｡
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1936年に,Soerabajaの西の Modjokertoの近 くで,住民が ヒ トのものらしい 頭骨を見つ

けた｡88)発見された地層は DjetisZoneで,TrinilZoneよりも古い時代のものであった｡こ

の化石は,こどもの頭蓋部分と考えられたが,歯は発見されておらず,年齢の決定が困難であ

り,TrinilZone のおとなの "Pithecanthropus" との比較も容易でなかったc YonKoeni-

gswaldは,この化石を,Homomodjokertenstsと名づけて報告した｡

同じ年の1936年に,Sangiranの近 くで住民が下顎骨を発見 した｡90) YonKoenigswaldが住

民に発見した地点をたずねたところ,DjetisLayer の露出している地点を示 したが,下顎骨

に付着しているmatrixの状態から,そのすぐ近 くに露出している TrinilLayer のものであ

ると vonKoenigswald は考えた090)これが,PithecanthropusB と番号が付された化石であ

る｡YonKoenigswaldはその後,化石発見地点についての考えを変え,DjetisLayerからの

ものにちがいないとしている｡103)

翌1937年には, 第二番目の "Pithecanthropus"の頭骨が発見された｡91)これもやはり住民に

よって発見されたものであるが,YonKoenigswaldの手元にとどけられたのは,小さな破片で

あった｡住民が,ほぼ完全な かたちで 発掘した 頭骨を,30近い破片にうちくだいて,それぞ

れの破片に対 して懸賞金を期待 しようとしたためであった｡106) Sangiranに近い発見された地

点を調査した vonKoenigswaldは,この化石は TrinilZoneのもので あることを 確認する

とともに,頭骨の全破片を 手に入れ,頭骨をもとの すがたに復元することが できた｡ これが

PithecanthropusIIと呼ばれる頭骨である0

1938年には,PithecanthropusIH が発見 された｡ Sangiran で採集され,Bandung oj

Museum に送られてきた TrinilFauna の 晴 乳 類化石の なかから, ジャバを 訪問中の,

"SinanthroPus"を研究している Weidenreichがみつけ出したものである0103,113･114)

1939年は,もっともみのりの多い年であった｡これまでに発見 した "PithecanthroPus''を

北京の Weidenreichのもとで研究すべ く北京へ出発する直前であった von Koenigswaldの

ところに,Sangiranの DjetisZoneから発見された 口蓋が とどけられた｡103,106)この化石の

割れ口が非常に新しかったので,さらに化石をさがすよう,YonKoenigswald は指示を残 し

て北責-と出発した｡新たに発見された頭蓋の後頭部が北京の vOnKoenigswaldの手元にと

どけられた｡106)これが PithecanthroPusIV である.

さらに,同 じ1939年 には,Sangiran で住民が 比較的小型の下顎骨を 発見 した｡ やはり

DjetisZoneのもので,YonKoenigswaldは "Pithecanthropus"dubiusと名づけている｡108)

発見はさらにつづき,1941年に,同じ Sangiranの DjetisZone から,下顎骨破片が住民

によって発掘されている｡YonKoenigswaldは,これに MeganthroPusPalaeojaz)anicusと

名づけた｡106,108)YonKoenigswaldの研究には,不特定多数の住民の協力があったことは,き

わめて特徴的である｡
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1930年代の後半は,ジャバの古脊椎動物学史上,もっともみのりの多い時期であった｡ビル

マの項でふれた EarlyManに関するシンポジアムが1937年に開かれ,YonKoenigswaldが

おもに Homomodjokertensisについて89',Duboisが "Pithccanthrobus''erectus20',Oppe-

noorthが Homo"soloensis''について発表している｡60) "PithecanthroPus〃がヒトの祖先で

あるとした Duboisの最初の判定は,このころすでに,大勢としては,受け入れられるように

なっていた.しかし奇妙なことに,Dubois自身が考えを変えて,=PithecanthroPus''は大型

のテナガザルであってヒトではないと,このシンポジアムでは発表している｡20)

このシンポジアムは一方で,ビルマへの調査隊派遣の契機となった｡H.deTerraと H.L

Movius,Jr･は,1938年に ビルマからの帰途,ジャバに立ち寄った｡このときに Movius,Jr･

は,Patjitanで発見された旧石器を研究することができた｡56,57)この 旧石 器 文 化 は Patji-

tanianCultureと名づけられ,前期 旧石器文化に属するもので,系統的には インドの Soan

Culture,ビルマのAnyathianCultureと同じと考えられている｡また,PatjitanianCulture

のにない手は,"Pithecanthropus"の仲間であろうと考えられている｡ また,Sangiran の

TrinilZoneから発見された石器は,〃PithecanthroPusけ化石を産出した層準よりも上部のも

のであるが,middlePleistocene のものと考えられ,そのにない手は,やはり "Pithecan-

throPus''の仲間で あろうと考えられている｡この旧石器文化を,deTerra は Sangiran

lndustryと呼んでいる｡3)

5. 第二次大戦後の研究

第二次世界戦争によって研究は一時中止されたが,戦争後,それまでに蓄積されてきた資料

が整理され,再検討されはじめた｡議論は,vonKoenigswaldがうちたてたジャバの新生代層

の sequenceにもとづいて,それぞれのfaunaがいつの時代のものであるのかという点に集亘]

した｡具体的には第三紀の Plioceneと第四紀の Pleistoceneの境界をどこにおくかで意見は

二つにわかれた｡Yon Koenigswald の見解に対して,Duboisのコレクションを研究した

Hooijerはことなる意見をのべている｡北インド,ビルマ,中国南部の哨乳類化石を研究した

Colbertは,基本的にはHooijerに近い考えをもっている｡それぞれの内容については,あら

ためてふれる｡

インドネシア共和国が独立後,オランダの植民地時代の Opsporingsdienstは,TheGeol0-

gicalSurveyoflndonesiaにひきつがれた｡"Pithecanthropus"および,それにともなう哺

乳類化石の発掘は継続しておこなわれており,1960年以後にも,Sangiranの近郊で,新たな

"PithecanthroPus''の化石が発見されている｡

1960年に Sangiranの近くで,DjetisZoneから "PithecanthroPus''の下顎骨が見つけら

れた.下顎骨としては1890年に Duboisが発見した PithecanthroPusA,1936年にSangiran
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融 HJLI:E,IIJ､:)-ア ジri'C;州 持L動物相Uj左遷についてし;)研究'情況 と今後Li)乱世(J〕

し/)近 くで発見 されたPithecanth]･oPusBにつづいて第 3番目U)もujで,PithecanthropusCと

番号がつけられている｡41)1963J'i:･に息 1-5はり Sangiranuj近 くから,TrinilZoneu)"Pithe-

canthropus"の頭蓋骨が発見されている｡43)発見uIL)順序;か らすると PithecanthroPuslV に-I,

ぐものであるが,ModjokertoBaby とも呼ばれる Homomodjokertensisの頭骨に, Pithe-

canthropusV と番号が廿されているujで,1963年に発見 された頭蓋骨は,Pithecanthropus

VIと呼 ばれている｡同じ隼に上顎臼歯が 発見されているが,発見された地点 があいまいで,

DjetisZone のもC/)か, TrinilZone LDもujなujかは 不明でLf)る｡44)1965年 には, やは!)

Salュgir-anの近郊で,TrinilZoneか ら PithecanthroPusVIIとされる頭蓋骨が11-)けられて

おり,これ らの "Pithecanthropus"化石は,お らに Bandung TechnologicalInstitute レ)

古生物学者 S.Sartonoによって 研究がすすめられているC63,66)

＼l そ の 他 の 地 域

インド (パキスタンもふ くむ), ビルマ, 小国南部,ジャバ 上汐トo)地域からも晒乳知化石は

報告されているが,断片的資料がほとんどである｡それらを的単にふれておきたい｡

1. ベ ト ナ ム

インドシナ半島では,フランスUj植民地時代に,1B98年に総督府t酎由ujServicegeologique

de l'ⅠndochinefranGaiseが Hanoiに設けられてか ら, 本格的に地質調査がおこなわれるよ

うになった｡また,Servicegeologiqueは, 同じく Hano王J)EcoleFranGaised'extreme-

Orientとの連絡 も密であり,l也質学者と考古学着け協同調査がおこなわれているO

晒乳類化石は,あまり発見 されておらない01916-LFI二,インドシナ半鳥U)先史考古学研究で

業績をあげているH.Mansuyが Hanoioj北 LangSon で発見された嘱乳類化石を報告 して

いる0153)ゾウの仲間の Stegodonがおもな資料であった｡ こV)StegodonはJ)ちに,Stegodon

orientaZis であるとされた｡16̀日中国四川省で W.GrangeriJiu-Fを浮は酎ヒ石を発掘 して以後,あ

きらかにされたもujで,四川省J_)化石晒孔動物出U)なかで, もっとも薫要な 構成要素は Ste-

godonorientalisであったOやはり IianoiLI)北の Tam Nangで発見された晒乳類化石 も,

これらと同系統o)ものであって,middlePleistoceneu)Stegodon-AiluroPodaFauna にふ

くまれ るも'Jjである｡lG2～164)

第二次世界戦争後の研究情況は,十分に把捉できない01960年に Hanoiをおとずれた H.D.

Kahlkeは,ベ トナム民主共和国(jj科学者と,Hanoi'しノ)近郊の石灰岩洞窟で晒乳類化石の発掘

をおこなっている0150'やはり,Stegodon-AiluroPodaFaunaにふ くまれるものであるが, く

わしい内容についてはわからない点が彰いC
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2. タ イ

北タイ ChiangMaiの南 MaeMoh の泥炭層から,カメの化石とともに,ゾウの仲間の化

石が発見されて,yonKoenigswaldによって StegoloPhodonPraelatidensとして記載され,

Plioceneのものと考えられている｡170)中部タイの NakhonSawanの近 くで 発見された 哨乳

類化石は,YonKoenigswaldによって Stegodon,カバの仲間の HiPboPotamus,ウシの仲間

の βα∂αわざなどと識別されているが, くわしい研究はなされておらない｡170)middlePleisto-

ceneのものであろうと考えられている程度である｡

第二次世界戦争のときに発見された前期旧石器文化に属するといわれた旧石器については,

別のところで紹介しておいた｡165)発見者の H.良.vanHeekerenは,これを middlePleisto-

ceneのものと考えているが,この地質時代についても疑問がある｡

3. マ レ ー 半 畠

マレーシア領マレー半島北部の Tampanで,1938年に,Singaporeの TheRafnesMuseum

の H.C.Collingsが旧石器を発見 した｡ この石器を研究 した Movius,Jr.は,この石器の正

確な地質時代は決定できないが,Pleistoceneのものにまちがいないとしている｡155'石器類は,

Chopper-ChoppingToolsが主体で,前期旧石器文化の Soan,Anyathian,Patjitanianの各

Cultureと同系統のものであるとしている｡155,156)

マレー半島から晒乳類化石はほとんど知られていない｡Perakから1905年に,middlePleis-

toceneの Stegodon-AiluroPodaFaunaの memberである ElePhasnamadicusが発見さ

れているほか117',同じ Perakから哨乳類化石が得 られている程度である｡145)これは Hooijer

によって報告されている｡

4. ボ ル ネ オ

現在ボルネオにはゾウ ElePhasmaximusが棲んでいるが,これは 人間が ボルネオにつれ

てきたものの子孫にあたるとされているo

ボルネオの化石哨乳類は,1885年に R.Lydekkerが最初に報告 した｡151)ゾウの仲間の臼歯

で Mastodonlatidensと記載されたOボルネオ北西の Brun占iの近 くで発見されたものとい

われるが,YonKoenigswaldは, 中国人が竜骨として中国本土から ボルネオに持ってきたも

のである可能性があるとしている｡168'H.F.Osbornはこの 臼 歯 を holotype に して新 種

StegoloPhodonlydekkeriをt=1己載 した｡160)1931年には,ボルネオ西部から発見された第三紀前

期の嘱乳類化石,J-arE.Stromerが報だ,'･している｡166)イノシシの仲間が中心になっている｡

1952年に,Hooijerがボルネオ東部から得 られたゾウの仲間 Palaeoloxodoncf.namadicus

を報告した｡131)Samarindaの近 くで発見 され,オランダ Haarlem のTeylersMuseum に保
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持されていた資料である｡middlePleistoceneレつもcJ)であり,P.namadicusはlH軸拓邦では

Stegodon-AiluroPodafaunaa) memberである｡Hoojjerはこの化石を,化石に付着 してい

る matrixから, 申 国の cave faunaのものではな く (したがって竜骨 として 中国人がボル

ネオに持ち込んだもU)ではな く),ボルネオ原庄ojもU_)としている｡

ボルネオの薬種商で 竜骨調査を した vonKoenigswaldは,竜Jilj･uj人邦分は l吊｣掴､ら輸入

され,現棲種をのぞいてボルネオ煩慮の竜骨はみあたらないと結論している0168)

スマ トラからは,Pleistoceneの 晒乳類化石は発見されていない｡

5. ソ イ リ ヒ ン

1887年に E.Naumannが,Mindanaoか ら発見されたゾウU)仲間の化石を報告した｡157) こ

の化石は,1890年に Naumannによっ て Stegodonmindanensisnov･sp.として記載 され

た｡158) Osbornはこの化石は "Archidiskodon" にふ くまれ る 可能畑が あるとしている｡16】)

1910年に G.J.Adamsが Luzonから発見さjLている化石について簡単に報-!lI]-･しているが116),

記載はされていない｡1949年に考古学者 H.0.Beyerがフ イリヒンから発見されているすべ

てUj化石について羊報し119),これらの化石を vonKoenigswaldのもとに送って研究依頼を し

た｡1956年に vonKoenigswaldはこの研究をまとめている｡167)

彼によると,Luzonか ら発見されている哨乳類化石はウシ,シカ,サイ,ゾウの仲間の化石

であって,そのうちのいく-かは新種として記載されているoたとえは,サイの仲間は Rhino-

cerosPhiliPPinensisnov.sp.,ゾウの仲間は Stegodonluzonensisnov.sp.;ElePhasbeyeri

nov.spHとして記載された｡つまり,フィリピンの化石晒乳動物轟は, endemicな性質が強

いとされている｡これらC/)化石が発見された地層の地質弓瑚勺調査は十分になされていないが,

middlepleistoceneのものと考えられている｡

これ らの動物の 系統的位置についての研究が,今後uj課 題 と して 妓 されて いるが,Yon

Koenigswaldは Luzonの化石動物群と台湾のもU_)とcJj近縁性に着目している｡また Bilhar-

ziosisと呼ばれる寄生虫病と,その寄/巨虫の宿主である淡水性の貝類 (おもに L,ymnala)が,

日本, 中 国南部,フィリピン,セレベスに分布 していることを考え合わせて,彼は,Pleistocene

ujある時期に中国南部,台湾,フィリピン,スラウェシをつなぐ陸橋が成立 していたことを想

定 している｡

今後の資料の追加がU)ぞまれる地域uj-′→である0

6. スラウェシ (セレベス)

スラウェシは生物地理学的にIiLたときにl制題U)多い地域であって,A:.物地理学の歴史に有名

な WallaceLine対 WeberLineの論争のたたかわされた地域である｡ スラウェシとボルネ

オを-だてているマカッサル渥 峡は きわめて深 く,二生物地理学的な意味での barrier として
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は第一級のものとされている｡A.R.Wallaceはスラウェシを AustralianRegionにおき,

M･Weberは OrientalRegionにふ くめた｡現在では,WallaceLineと WeberLineとに

はさまれた地帯は,OrientalRegionから AustralianRegion-の推移地帯であって,生物

の種類によって,両区の性格を もったものがいりまじっていると考えられている｡E.Mayer

は,スラウェシの全 fauna の4分の 3は OrientalRegion のものであって, 残 りは Aus-

tralianRegionのものであるが,endemicな性格の強いものが多いとしている｡154)

TheArchaeologlCalSurvey oftheNetherlandsEast-Indies の H.R.van Heekeren

は,1937年からおもにスラウェシとジャバの先史考古学的研究をつづけていた｡第二次世界戦

争による調査の空自があったのち*,ふたたび彼は,1946年からスラウェシで調査を開始 して,

1948年に,Macassarの北東 SopengDistrictの Tjabenge 地区で旧石器とともに哨乳類化

石を発見 した｡この化石は,Hooijerのもとに送られ,Hooijer に よ って 研 究 され て い

る｡126~130･132～136)

これらは insitucJj状態で発見 されたのではなく,表面採集に近いか たちで見つけられたも

のであるために,その正確な地質時代は不明である｡ Hooijerは,Tjabengeで発見された旧

石器は, ジャバの middlePleistocene の最上部ないし upperPleistocene の Sangiran

Cultureに近いもの としている｡139-141)

哨乳類化石は,種類は多 くない｡亜要なものとしてはゾウ,イノシシ,ウシの仲間があるが

特異なものばかりで,現在スラウェシに棲んでいる動物は,このなかにはふ くまれていない｡

ゾウの仲間の "Archidiskodon''にふ くまれる動物は,ヨーロッパ,アジアの lowerPleisto-

ceneにみられる "Archidiskodon''planifronsに近いものと考えられているが,これにくら

べて大きさは 半分しかない小型の もので,さらに,下 顎 骨 に も牙 (切歯)がある｡これは

Archidiskodoncelebensis と名づけ られている｡129･133,135,136) もうーっ 別な ゾ ウの 仲 間 は

Stegodonであるが134),種の同定ができるほどには化石の保存はよくない.やはりかなり小型

のものである｡

イノシシの仲間の化石も特異なもので,Celebochoerusheekereniという新属名,新種名が

あたえられている｡126)北インドの Lowerないし MiddleSiwaliksにこれに近いものがみら

れるといわれるが,その系統関係は,よくはわかっていない｡ウシの仲間は Anoa に属する

もので,比較的小型のものである｡128)

vanHeekerenが発見 したスラウェシの哺乳類化石は,その動物自体が特異なものばかりで,

これを研究したHooijerは,これを Archidiskodon-CeZebochoerusfaunaとよんでいる｡139~141)

この faunaは,ジャバのどの時代の faunaともことなるものであるので,Pleistoceneのい

*vanHeekerenが第二次世界戦争のときにおこなった調査活動については,別のところで紹介しておい
た165)｡あわせて参照されたい｡
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つの時期のものなのかは確定 していない｡さらに,Pleistoceneを通じて,ジャバの動物群と

の近縁性がきわめてうすいことから,スラウェシの動物群の移入経路は,台湾,フィリピン群

島を経由する陸橋が成立したことを仮定することによって考察されているC

FOR仙OŜ
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図 3 東南アジア島峡部を｢巨L､こした動物の移動経路 (deTerra1943原図)

7. フ ロ ー レ ス

1956年に, OlaBulaの住民がゾウの仲間の下顎骨化石を発見した0137)この 化 石 は 子平･T_年

Hooijer のもとに送られて,彼によって研究されているc Hooijer は.この化石は ジャバの

Pleistoceneに多 くみられるStegodontrigonocePhaZusにきわLめて近いもo)であるが,ジャバ

のものよりも小型であるところから,Stegodontrigonocebhalusflorensisと名づけ,新亜種

を設定 している｡

これ まで StegodontrigonocePhaZus,S.bombifrons,S･airawana,S･jaua7Wga7ieSa,S･

ganesavar.javanicus,S.bondolensisなどの名のもとに記載されていたジャバの Stegodon

且 Hooijerによって StegodontrigonocePhalusのシノニムであるとされた｡これによると

S.trigonocePhalusは,ジャバでは lowerPleistoceneから upperPleistocene にまで扶植
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息 していたことになるOフローレスの S.trigonocePhalusflorensisの地質時代は,いちおう,

middleないし upperPleistoceneであるとされている｡

最近の,バ リ島から フローレス島の あいだの島々の現棲嘱乳動物の研究では,endemicな

種はほとんどみられず,OrientalRegion系統のものが多いとされている｡フローレスの噂乳

類化石は,ジャバから移入 してきて,地方的亜種になったものと解釈されている｡

主として哺乳動物の種類柏をもととして 動物地区を設定した Wallaceは,スラウェシもフ

ローレスも,ともに AustralianRegion においた｡これらの地域の第四紀哨乳類化石を研究

したHooijerによると,化石そのものは旧大陸系統のものである｡ しかし,スラウェシの動物

群には,ジャバの動物群との近縁性はみとめられず,フローレスのものは,ジャバのものにき

わめて近いとされている｡今後の資料の追加がのぞまれる｡
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